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Abstract: We investigate numerical solution for the DGLAP Q2 evolution equations by using
the Mellin transformation. The evolution equations are complicated integrodiﬀerential equa-
tions, which are often used in analyzing high-energy hadron scattering data. The numerical
solution is discussed in comparison with the solution by a “brute-force” method. We ﬁnd that
the Mellin-transformation method could be an accurate and fast one, although we should be
careful about the accuracy in the small- and large-x regions.







は運動量移行 qと核子運動量 pを用いて Q2 = −q2,



























































変数 xと tを用いて、フレーバー iの非１重項分
布 qNS = qi − q¯iに対する DGLAP方程式は
∂
∂t




































































tj+1 − tj , ∆xk = xk − xk−1 である。よって、非
１重項分布の tj から tj+1への Q2発展は単に
q
NS










qNS (xk, tj) (8)
の計算となる。初期 t1 = 0におけるパートン分布が
与えられれば、∆t1後の t2におけるパートン分布が




































































s = c + z eiφ
Fig. 1: Integration contour of the Mellin inversion
積分路は図の定数 cと角度 φによって特定される。















× exp(i sinφ log 1
x
) (14)
に着目する。変数 xは 0 < x < 1 の範囲内である
ため、zが大きくなるにつれて因子 exp(z cosφ log 1x)
が急激に小さくなるためには 90◦ < φ < 180◦の範囲
内で φを取れば良いことがわかる。ただし、90◦の場
合には cosφ = 0となり、上記因子が１となり被積分
関数が大きい zで収束しないため注意する必要があ
る。90◦ < φ < 180◦の範囲内で φを変えて数値計算
を行った結果、90◦と 180◦付近を除けば φを変えて
も数値解に影響しないことを確かめた。従って、以
後は φ = 135◦と固定して結果を示す。また、cの取
り方による依存性を調べるために、その値を１から
５まで変えてみた結果、cが３を超えると精度に問題




数を c = 1.1, φ = 135◦と固定し、xを 10−5から 0.9
まで変化させた場合、被積分関数の絶対値は z = 30で
10−5以下となり十分小さいと判断できるため、積分
















つまり、Mellin変換で求めた Q2=100 GeV2 におけ
る分布と Brute-forceで求めた分布の比として結果を







ポイントから８０ポイント取れば、10−5 < x < 0.5
の領域で正確な数値計算となっていることがわかる。
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